
第３講 社会の中で●●科教育の
必要性をいかに説明するか

担当 草原和博

教科教育学の
実践的展開



今から漫才を見ます

教科教育にとっての，
「真正な(Authentic)な学び」
とは何かについて考えます



導入シンポジウム

宿題をしてきましたか・・・

本日の目標は，
１．あなたが専門とする教科への，
「世間の目」を知る

２．なぜ「○○科」教育があるのか，
理由を説明できる



なぜ社会科という教科があるのか

社会科は，ちょうど100年前の
1916年，アメリカのNEAレポート
で誕生した といわれる…諸説あります

- なぜアメリカで…

- なぜ1916年に…

- なぜ誕生なのか…



理由１
民主主義の価値や生き方を教えるため

- 非民主的な国に，社会科はありません

- 王，独裁者，政党が支配する国が求める教育とは，
自己の支配の正当性を伝える歴史と地理

市民参加・社会変革の可能性や方法を学ぶ＝社会科

- 軍事政権下のミャンマーからやってきた留学生は，
フランス革命を知らなかった

- 戦時下の日本人は，英米など西欧社会の思想や
産業を学ぶことができなかった





民主的な社会のつくり方を学ぶため…
支配者に支配されないため

社会科を学べる皆さんは，
幸せです



理由２
民主主義の状況や課題を教えるため

- 18/19世紀の社会に，社会科はありません

- 20世紀…生活していたら社会が分かる時代から，
生活していても社会が分からない時代へ

不可視な社会のしくみを意図的に学ぶ＝社会科

- 自給自足経済→ 商品貨幣経済，労働・消費社会

- タウンミーティング→ 議会，連邦政府，国連

- 小さな家族と同質な村落 → 移民社会，都市社会



西部開拓時代のアメリカ（1870年代から1880年代にかけて）
を舞台にしており，インガルス一家は，ウィスコンシン州→
カンザス州ミネソタ州→サウスダコタ州と移り住む。



自分が生きている社会を学ぶため…
複雑な社会に翻弄されないため

社会科を学べる皆さんは，
幸せです



まとめ
生活の中のオーセンテックな学びだけでは，複雑で
高度化した民主主義社会の成り立ちが分からなく
なって(20世紀初頭)社会科が誕生した

しかし，学校の中での社会科の学びが，子どもの
現実社会の文脈から大きく乖離しすぎてしまって，
教科の学びが機能不全に陥った

今改めて（21世紀初頭），オーセンテックな学びに
根差した社会科が要求されている
…citizenship 教育，華丸・大吉の漫才





導入シンポジウム

１．国・数・社・音・体のみなさん，
あなたが用意した答えといっしょでしたか

２．理・英・美・家・技のみなさん，
先生方が示された答えに納得しましたか

３．シンポジストに異論・反論・質問
をぶつけてください


